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で
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備蓄品、たまには確かめないと。　
災害時の備蓄品、定期的にチェックしてますか？
非常食や乾電池については、使用期限が近づいていないかどうか
確認が必要ですし、避難先地図は、新しい情報が追加になってい
ることもあります。
非常食は、数多くの新製品が発売されているもの。
備蓄品の入れ替えを兼ねて、非常食の味見はいかがですか？

03-09 特集●交通と都市の未来形

 災害は忘れた頃に
 やってくる！
 あなたの災害への備え、万全ですか？

10-13 連載●リニューアル探検隊が行く！

 明石土山駅前スカイハイツ
14-15 連載●安全・安心を科学する

 安心して海を楽しむために
 水辺での安全・安心

  16 　　　　おもちゃの乗り物博物史

 ジオラマのなかを走る路面電車

vol .23  2010

vol.23 2010
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」Vol.23に
対するご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」
をお送りします。
今号の特選品は、簡易保護帽「セーフティハット」です。
飛散物から頭部や首筋を守る簡易保護帽子を、アルミを編み込
んだ特殊素材で強化しました。ヘルメットと比べて約1/3のス
ペースに収納できます。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2010年10月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

　東芝エレベータでは、小さなお子さまにエレベーターとエ
スカレーターの正しい乗りかたを伝える安全教室である「安全
キャンペーン」を、全国の保育園や幼稚園、
マンションの集会所や流通店舗などで開催
しています。
　お子さまが外出する機会の増える夏休み
は、特に重点的に全国各地で実施しており
ますので、ご要望がございましたらお気軽
にご相談ください。

お知らせ

エレベーター・エスカレーターの
正しい乗り方教室を開催します

フィールドサービス事業部　TEL:03-5423-3378

新連載
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世
界
で
も
指
折
り
の
地
震
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本
。

30
年
以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
70
％
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
々
が
無
事
平
穏
に
過
ぎ
て
い
く
な
か
で
、
高
い
防
災
意
識
を
保
つ
こ
と
は
や
さ
し
く
な
い
。

今
回
、
首
都
圏
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
装
備
し
て
い
る
集
合
住
宅
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
リ
サ
ー
チ
の
マ
ク
ロ
ミ
ル
に
て
防
災
意
識
調
査
を
行
っ
た
。

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。

全
国
各
地
で
大
規
模
な
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
る
が
、

果
た
し
て
、
あ
な
た
の
備
え
は
万
全
だ
ろ
う
か
?

特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
！

あ
な
た
の
災
害
へ
の
備
え
、
万
全
で
す
か
？

2010年 6月上旬、インターネット
を通じてアンケート調査を実施。有
効回答件数は計 520人（20代 104
人、30代 104人、40代 104人、
50代 104人、60代以上 104人。
各年代とも男女52人ずつ）。

調 査 概 要

調査協力：株式会社マクロミル
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大
切
な
も
の
を
守
る
た
め

備
え
あ
れ
ば
、
憂
い
な
し

　

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
と
さ
れ
る
大
地
震
や
年
間
５
万

件
以
上
発
生
す
る
火
災
。
い
ざ
と

い
う
と
き
、
か
け
が
え
の
な
い
生

命
や
家
族
の
安
全
・
財
産
を
こ
れ

ら
の
災
害
か
ら
守
れ
る
か
ど
う
か

は
、
日
頃
の
防
災
意
識
の
有
無
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　

な
か
で
も
注
意
し
た
い
の
は
マ
ン

シ
ョ
ン
、
特
に
地
震
に
強
い
と
さ
れ

る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者
が
油

断
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
管
理
組
合
は

あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
自
治
会
や
町
内

会
な
ど
の
地
域
を
基
盤
と
し
た
組
織

と
は
異
な
る
。
万
が
一
の
場
合
、
ス

ム
ー
ズ
な
避
難
に
は
訓
練
が
役
立

つ
が
、
住
民
に
そ
の
経
験
は
十
分
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
発

生
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
あ
る
。
水
や
非
常
食
の
備
蓄
に

つ
い
て
も
、
一
戸
建
て
の
場
合
と

は
条
件
が
違
う
。

　

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
す
る

人
の
防
災
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。

参
加
が
少
な
い
防
災
訓
練

　

調
査
は
、
２
０
１
０
年
５
月
26

日
〜
27
日
に
か
け
て
、
首
都
圏
（
東

京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
）

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
集

合
住
宅
に
住
み
、
か
つ
そ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
毎
日
利
用
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
実
施

し
、
５
２
０
名
か
ら
回
答
を
得
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い

る
と
い
う
条
件
の
た
め
、
全
体
の

83
・４
％
が
６
階
か
ら
20
階
建
て
の

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
し
て
い

る
。
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
割
合
は

30・
４
％
、
回
答
者
が
上
の
世
代
に

な
る
ほ
ど
分
譲
の
割
合
が
増
え
る

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
防
災
訓
練
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」

（
Q
1
）
と
い
う
質
問
に
、「
な
い
」

と
答
え
た
人
は
、
全
体
の
７
割
に

上
る
。
少
し
ば
か
り
心
も
と
な
い

結
果
だ
。

　

参
加
し
な
い
理
由
は
、「
都
合
が

つ
か
な
い
」
な
ど
、
忙
し
い
現
代

人
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の

が
多
か
っ
た
が
、「
人
付
き
合
い
が

め
ん
ど
う
」
と
い
う
よ
う
な
回
答

も
見
受
け
ら
れ
る
。
都
心
の
近
所

付
き
合
い
の
希
薄
さ
が
透
け
て
み

え
る
。
ま
た
「
足
腰
が
弱
い
」「
体

が
弱
い
か
ら
」
と
い
う
回
答
も
み

ら
れ
た
。
い
ざ
と
い
う
時
、
こ
れ

ら
の
避
難
困
難
者
を
ど
の
よ
う
に

避
難
さ
せ
る
か
、
と
い
う
訓
練
も

必
要
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

防
災
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
と
答
え
た
人
の
割
合
を
、
分

譲
、
賃
貸
の
別
で
み
る
と
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
半
数
近
く
が
参

防
災
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

マンションでの災害に備える

Q1

ない

69.3%

ど
う
し
て
防
災
訓
練
に
参
加
し
な
い
の
で
す
か
？

「
特
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
人
が
い
な
い
た
め
」（
女
性
：
45
歳
）

「
足
が
不
自
由
な
の
で
大
勢
が
集
ま
る
時
は
遠
慮
し
て
い
る
」（
女
性
：
64
歳
）

「
人
付
き
合
い
な
ど
が
め
ん
ど
う
そ
う
だ
か
ら
」（
男
性
：
21
歳
）

「
週
末
出
勤
が
あ
り
、
予
定
が
合
わ
な
い
た
め
」（
男
性
：
34
歳
）

「
ち
ょ
う
ど
休
み
の
日
で
、参
加
す
る
の
が
面
倒
だ
っ
た
か
ら
」（
男
性
：
58
歳
）

「
連
絡
が
不
徹
底
」（
男
性
：
61
歳
）

「
な
ん
と
な
く
」（
女
性
：
29
歳
）

「
興
味
が
な
い
。
時
間
が
な
い
」（
女
性
：
35
歳
）

「
休
日
に
仕
事
の
こ
と
が
多
い
か
ら
」（
女
性
：
66
歳
）

「
体
が
弱
い
の
で
参
加
で
き
な
い
」（
女
性
：
69
歳
）

ある

30.7%
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加
経
験
が
あ
る
の
に
、
賃
貸
の
参

加
率
は
非
常
に
低
い
。
そ
も
そ
も
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
が
、
賃
貸
で
は
14
・
６
％

し
か
存
在
し
な
い
の
だ
。
人
付
き

合
い
が
希
薄
な
上
、
防
災
訓
練
そ

の
も
の
の
実
施
率
も
低
く
、
防
災

意
識
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
防
災

組
織
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
に
、

防
災
訓
練
だ
け
が
実
施
さ
れ
る
と

は
考
え
に
く
い
。
組
織
の
有
無
別

に
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
防
災
組
織

の
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
訓
練

実
施
率
は
７
割
近
く
に
も
な
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
っ
き

り
し
た
こ
と
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

高
層
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
防
災

の
意
識
も
高
く
な
る
と
い
う
事
実

が
あ
る
。

　

防
災
訓
練
の
実
施
の
有
無
で
も
、

同
様
の
結
果
だ
っ
た
（
Q
2
）。
こ

こ
で
も
、
賃
貸
と
分
譲
の
差
は
は

っ
き
り
と
し
て
お
り
、
11
階
以
上

の
賃
貸
の
実
施
率
21
・３
％
に
対
し

て
、
分
譲
で
の
実
施
率
は
５
階
建

て
以
下
で
も
36
・
８
％
に
達
し
て
い

る
。

調
査
結
果
か
ら

浮
か
び
上
が
る
課
題

　

訓
練
と
は
別
に
、
水
や
非
常
食

な
ど
の
備
蓄
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

総
務
省
は
、「
緊
急
物
資
等
の
備

蓄
・
調
達
に
係
る
基
本
的
な
考
え

方
及
び
ヒ
ン
ト
集
」の
な
か
で
、「
住

民
は
、『
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
。

自
ら
の
地
域
は
皆
で
守
る
』
を
基

本
に
、
災
害
発
生
時
の
非
常
持
出

品
の
準
備
と
避
難
生
活
の
た
め
の

３
日
分
以
上
の
物
資
を
備
蓄
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
る
。

　

大
規
模
災
害
の
後
、
行
政
に
よ

る
救
援
体
制
が
整
う
ま
で
の
間
、

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
は
、
そ

れ
相
応
の
備
え
が
必
要
だ
。
特
に

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
上
層
階
で
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
に
よ
る
孤

立
化
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

結
果
（
Ｑ
４
）
を
み
る
と
、
意
外

に
長
期
間
の
自
給
自
足
体
制
を
整

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、

分
譲
で
は
、
防
災
組
織
が
な
い
マ

ン
シ
ョ
ン
の
方
が
自
給
期
間
が
長

か
っ
た
。
防
災
組
織
に
頼
れ
な
い

だ
け
に
、
自
分
で
な
ん
と
か
し
な
け

れ
ば
と
い
う
意
識
が
強
い
も
の
と

受
け
取
れ
る
し
、
や
は
り
個
人
主

義
的
な
傾
向
が
強
い
と
も
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
浮
か

び
上
が
る
の
は
、
ま
ず
防
災
意
識

そ
の
も
の
の
意
外
な
低
さ
と
、
マ

ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
人
間
関
係
の

希
薄
さ
で
あ
る
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で

リ
ス
ク
情
報
を
共
有
し
、
助
け
合

い
の
た
め
に
も
人
間
関
係
を
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お住まいのマンションでは防災訓練を実施していますか？

お住まいのマンションには防災組織がありますか？

大規模災害のとき、あなたは家から一歩も出ないで何日過ごせますか ?

全体では4割ほどのマンションで防災訓練
が実施されているが、賃貸では 15％未満
と低い。これだけ賃貸と分譲で大きな差が
出ているのは、「家」が自分の財産であるか
どうかの意識の違いだと考えられる。しか
しながら、分譲の 53.9％という数値も決
して高いとはいえない。

半数近くのマンションには防災組織がない。
そもそも組織がなければ、訓練実施など不
可能だ。分譲全体では6割程度だが、11階
から20階建てのマンションでは71.3％、
21階以上では71.4％と7割を超えており、
マンションが高層になるほど防災意識が高
いといえる。

災害後、救援体制が整うまでの最低3日間は自
力で耐えなければならないといわれている。
そのための備蓄が必要とされるなか、3日
以上家から一歩も出ないでも過ごせるという
回答は、8割近く。防災訓練への参加
率の低さから考えると、高い数値とな
っている。個人でも災害に備えている
人が多いことがうかがえる。

Q2

Q3

Q4

賃貸（n=158）

分譲（n=362）

全体（n=520）

14.6 % 85.4%

53.9% 46.1%

41.9% 58.1%

実施している 実施していない

賃貸（n=158）

分譲（n=362）

全体（n=520）

34.2% 65.8%

59.7% 40.3%

51.9% 48.1%

賃貸（n=158）

分譲（n=362）

全体（n=520）

3日未満 3日 4日から7日 8日以上

29.1% 11.4%

19.1% 8.3%

22.1% 9.2%

24.1%

38.1%

33.8%

35.4%

34.5%

34.8%

ある ない
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災
害
発
生
時
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
は

い
け
な
い
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Q5
さ
す
が
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
毎
日
使
っ
て

い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
だ
け
あ
っ
て
、

か
な
り
の
人
が
知
っ
て
い
る
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

正
確
な
知
識
を
身
に
付
け
る

　

前
ペ
ー
ジ
の
防
災
訓
練
と
備
蓄

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
多
く
が

個
人
レ
ベ
ル
で
は
災
害
に
備
え
て

い
る
も
の
の
、
防
災
訓
練
な
ど
地

域
レ
ベ
ル
で
の
活
動
へ
の
参
加
意

識
は
低
い
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。

　

で
は
、
実
際
に
災
害
発
生
の
際

に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
ど
の
よ
う

に
作
動
す
る
の
か
。
ま
た
、
乗
っ

て
い
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
れ
ば
い
い
の
か
…
…
。
マ
ン

シ
ョ
ン
で
日
常
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
使
用
す
る
人
た
ち
は
、
ど
れ

く
ら
い
正
確
な
知
識
を
持
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

結
果
を
み
る
と
、
災
害
時
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
避
難
に
使
え
な
い
の

は
、
９
割
近
く
の
回
答
者
が
知
っ

て
い
た
（
Ｑ
５
）。
地
震
の
揺
れ
が

収
ま
っ
て
も
、
故
障
な
ど
の
問
題

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
専

門
技
術
者
が
安
全
を
確
認
す
る
ま

で
は
使
用
を
控
え
た
い
。

　

09
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
建
築

基
準
法
に
よ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
は
地
震
時
管
制
運
転
装
置
の
搭

載
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
施

行
前
に
設
置
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

は
搭
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
）。

地
震
発
生
時
に
は
、
こ
の
装
置
が

自
動
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
最
寄

り
階
に
停
止
さ
せ
、
扉
を
開
放
す

る
の
で
直
ち
に
降
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
強
い
揺
れ
を
感
知
し
て

停
止
し
た
場
合
は
、
損
傷
が
な
く

と
も
点
検
を
受
け
る
ま
で
は
復
旧

し
な
い
。
つ
ま
り
、
避
難
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
は
物

理
的
に
不
可
能
な
の
だ
。
と
は
い

え
、
災
害
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使

用
に
関
す
る
不
安
に
関
し
て
は
、

「
閉
じ
込
め
ら
れ
る
」
と
い
う
回
答

が
多
か
っ
た
。

　

万
が
一
、
途
中
で
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
停
止
し
た
ら
、
落
ち
着
い
て

非
常
呼
ボ
タ
ン
を
押
し
て
外
部
と

連
絡
を
取
る
の
が
基
本
だ
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
室
が
無
人
の
場
合

で
も
、
保
守
契
約
を
結
ん
で
い
る

場
合
は
、
一
般
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
運
行
を
監
視
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
。

自
力
で
脱
出
を
試
み
る
の
は
逆
に

非
常
に
危
険
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
防
災
組
織
の
有
無
別
に
み

て
み
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
基

本
知
識
に
差
が
あ
っ
た
。
や
は
り

組
織
の
存
在
が
防
災
知
識
の
向
上

に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

正
確
な
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
含
め
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
設
備
に
つ
い
て
、
災

害
時
に
働
く
機
能
の
説
明
会
を
行

う
す
る
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
。
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、

自
身
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
。

災
害
時
に
、
お
住
ま
い
の
集
合
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
不
安
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
お
答
え
下
さ
い
。

「
止
ま
っ
た
時
の
上
り
下
り
が
面
倒
」（
男
性
：
38
歳
）

「
台
数
が
少
な
い
」（
男
性
：
42
歳
）

「
閉
じ
込
め
ら
れ
そ
う
」（
男
性
：
54
歳
）

「
マ
ン
シ
ョ
ン
が
古
い
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
古
い
の
で
は
」（
女
性
：
30
歳
）

「
非
常
時
に
本
当
に
扉
が
開
く
の
か
」（
女
性
：
34
歳
）

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
人
が
殺
到
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
女
性
：
53
歳
）

知っていた

89.6%

知らない

10.4%

災害とエレベーターを知る
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
故
障
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

専
門
技
術
者
が
安
全
を
確
認
す
る
ま
で
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
使
用
で
き
な
い
。

地
震
が
収
ま
っ
て
も
専
門
技
術
者
が
安
全

を
確
認
す
る
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
え

な
い
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

救
助
を
要
請
す
る
時
は
、
正
確
に
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。
逆
に
管
理
者
は
、地
震
発
生
時
に
は「
閉
じ
込
め
」

が
起
こ
っ
て
い
な
い
か
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
ら

非
常
呼
ボ
タ
ン
で
救
助
を
呼
ぶ
の
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

停電が発生した場合は、非常用バッ
テリーが起動し、照明が点灯する。
暗闇に閉じ込められることはないの
で、落ち着いて非常呼ボタンを押し
て救助を要請することだ。7割弱が
知らないと回答しているが、こうし
た状況から、「閉じ込め」に対する
不安が生じているのかもしれない。

エレベーターでは、停電時には非常用電源が作動
し、明かりが確保される

重要な知識であるのに、6割近くが
知らないと答えている。地震が発生
した時は、まずエレベーターから降
りて、安全を確保するのが先決だ。
自宅のエレベーターについては地震
時管制運転装置が搭載されているか
どうか、調べておいた方がいいだろ
う。

地震時管制運転装置がないエレベーターで地震に遭遇した
ら、すべてのボタンを押してエレベーターを降りる

今回の調査で、最も認知度が低く、
9割近くの人が内部から開けること
ができると思っていた。アクション
映画の影響などが大きいのだろう。
天井の救出口が、外からしか開けら
れないのは、転落など二次的な事故
を防ぐためである。

エレベーター上部の救出口は、外部から鍵がかかっており、
内部から開けることはできない

知らない

20.4%

知っていた

79.6%

Q6

知らない
66.2%

知っていた
33.8%

知っていた
42.7%

知っていた
12.7%

知らない
57.3%

知らない
87.3%

知らない

16.7%

Q7

知っていた

83.3%

知 っ て お き た い エ レ ベ ー タ ー の こ と

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
現
場
か
ら

　
「
こ
こ
で
は
年
に
一
度
の
防
災

訓
練
が
活
動
の
中
心
で
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
訓
練
の
イ

ベ
ン
ト
化
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

総
戸
数
５
０
０
戸
超
の
大
規

模
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
リ
ム
ザ

管
理
組
合
で
は
、
人
付
き
合
い

の
煩
わ
し
さ
な
ど
を
避
け
る
住

民
も
い
る
こ
と
か
ら
、
自
主
的

な
参
加
を
促
す
”仕
掛
け
“に
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
た
と
え
ば
、
消
防
車
に
来
て

も
ら
っ
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
緊
急
救
出
訓
練
を
実
施
し
た

り
と
知
恵
を
絞
り
ま
す
。
今
年

の
参
加
者
は
1
0
0
人
を
超
え

る
程
度
で
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン

住
民
の
絆
を
深
め
る
た
め
に
も

今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
」

　

P
T
A
活
動
な
ど
、
子
ど
も

を
通
じ
て
隣
近
所
と
付
き
合
い

が
あ
る
と
い
う
住
人
は
、
知
り

合
い
同
士
で
家
族
揃
っ
て
参
加

す
る
こ
と
も
多
い
が
、
今
後
の

課
題
は
、
災
害
時
に
弱
者
と
な

る
高
齢
者
の
防
災
訓
練
へ
の
参

加
を
増
や
す
こ
と
だ
。

　

ま
た
管
理
組
合
で
は
、
食
料

の
備
蓄
や
災
害
時
に
無
料
で
商

品
を
提
供
す
る
災
害
対
応
型
自

動
販
売
機
の
設
置
な
ど
、
積
極

的
に
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

リムザ
2005年に竣工した総戸数553戸
の大型分譲マンション。毎年3月に
は管理組合主催の「防災訓練」を開
催するなど、防災意識の高いマンシ
ョンである。

■住所：東京都府中市是政4-1-1

コ

ラ

ム
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災
害
時
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

ど
う
な
る
か

　

災
害
時
の
避
難
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
し
な
い
こ
と
。
ま

た
、
専
門
技
術
者
が
安
全
を
確

認
す
る
ま
で
利
用
で
き
な
い
こ
と

は
、
５
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
よ
る
と
、
多
く
の
人
が

知
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
一
方
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
と
き

に
災
害
が
発
生
し
た
際
、
ど
う
対

応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
正
し
い
情
報
が
十
分
に
行
き

渡
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

地
震
波
に
は
Ｐ
波
と
Ｓ
波
が
あ

る
。
Ｐ
波
感
知
器
付
き
の
地
震
時

管
制
運
転
装
置
が
搭
載
さ
れ
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
い
ち
早
く
到
達

す
る
Ｐ
波
を
感
知
し
た
段
階
で
、

自
動
的
に
最
寄
階
に
停
止
す
る
。

　
「
そ
ん
な
場
合
に
は
、
も
し
揺

れ
に
気
づ
か
な
く
と
も
速
や
か

に
降
り
て
く
だ
さ
い
。
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
場
合

は
、
そ
の
後
60
秒
経
っ
て
も
Ｓ
波

感
知
器
の
設
定
値
以
上
の
揺
れ
が

来
な
い
時
は
、
自
動
復
旧
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
設
定

値
以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
た
場
合

は
、
永
久
停
止
と
な
り
、
専
門
技

術
者
が
機
器
の
破
損
な
ど
が
な
い

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
が
確
認

さ
れ
る
ま
で
復
旧
し
ま
せ
ん
。
無

理
に
動
か
そ
う
と
す
る
の
は
危
険

で
す
」

万
が
一

閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合
は

　
「
万
が
一
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
外
部
へ
の
通
報
が
最

優
先
。
自
力
で
外
へ
出
よ
う
と
す

る
と
、
転
落
な
ど
二
次
災
害
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で

す
。
外
部
で
連
絡
を
受
け
た
方
は
、

状
況
を
伝
え
て
励
ま
す
な
ど
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
内
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
ね
。
専
門
技

術
者
は
30
分
程
度
で
到
着
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
、
か
つ
広
域
で
”
閉

じ
込
め
“
が
発
生
し
た
場
合
は
、

普
段
よ
り
時
間
が
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
必
ず
救
出
さ
れ
る
と

知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
パ
ニ
ッ
ク

防
止
に
な
り
ま
す
」

　

も
し
閉
じ
込
め
ら
れ
た
の
が
、

急
病
人
や
妊
婦
な
ど
と
い
う
緊
急

の
場
合
は
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
最
優
先
で
救
出
に
向
か
い
ま

す
。
緊
急
性
が
高
い
と
き
は
消
防

へ
の
連
絡
も
必
要
に
応
じ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
」

　

防
災
に
関
し
て
は
、
ま
ず
何
よ

り
も
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
だ
と
強
調
す
る
。

　
「
そ
の
た
め
に
は
、
ご
利
用
の

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
知
識
も
重

要
で
す
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
も
、

耐
震
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
た
り
、
地
震
体
験

用
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
全
国
を
巡

回
す
る
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
客
さ
ま
に
こ
れ
ら

を
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
ご
提
案
し
て
い
ま
す
」

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

フ
ィ
ー
ル
ド
事
業
本
部

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

事
業
部
長

栗
栖
雅
則

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
や
火
災
な
ど
の
大
規
模
災
害
。

そ
の
時
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
に
動
作
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
の
栗
栖
雅
則
事
業
部
長
に
聞
い
て
み
た
。

　

高
層
ビ
ル
か
ら
の
避
難
は
、
ど
ん
な
に
高
い
ビ

ル
で
も
階
段
を
使
う
の
が
大
原
則
で
す
。
日
本
で

は
、
一
定
以
上
の
高
さ
の
建
物
に
対
し
て
、
煙
が

流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
し
た
特
別
避
難
階
段
や
非

常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
法
規
で
義
務
付
け

て
お
り
、
消
防
隊
員
な
ど
の
付
き
添
い
を
前
提
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
避
難
も
技
術
的
に
は
可
能
で
す
。

　

実
は
高
層
ビ
ル
に
対
し
て
、
法
規
で
日
本
と
同

じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
非
常
用
避
難
設
備
の
基
準
を

定
め
て
い
る
国
は
、
む
し
ろ
少
な
い
の
で
す
。
米

国
で
は
9.
11
事
件
以
降
、
高
層
ビ
ル
で
の
避
難

対
策
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
法

規
上
で
は
、
全
館
一
斉
避
難
、
順
次
避
難
、
部
分

避
難
、
籠
城
避
難
の
ど
れ
を
も
選
べ
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
る
避
難

が
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
お
り
、
米
国
防
火
協

会
の
避
難
安
全
基
準
で
も
、
避
難
手
段
と
し
て
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
可
能
性
に
触
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
法
規
で
採
択
し
た
の
は
全
米
で
も
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
ぐ
ら
い
で
、
ま
だ
検
討
の
段
階

に
あ
る
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
避
難
困
難
者
に
対
す
る
避
難
対
策
を

法
規
で
定
め
て
い
る
国
は
日
本
も
含
め
て
き
わ
め

て
少
な
く
、
米
国
で
非
常
階
段
に
お
け
る
車
い
す

利
用
者
の
た
め
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
の
基
準
が
示
さ

れ
て
い
る
程
度
で
す
。

　

な
お
、
”Evacuation C

hair

“と
い
う
介
助

者
が
１
人
で
も
安
全
に
階
段
を
降
り
ら
れ
る
折
り

た
た
み
式
の
車
い
す
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。（
談
）

緊
急
時
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
こ
う
動
く

そ
の
時
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ど
う
な
る
？

外
国
の
高
層
ビ
ル
で
は
？

海
外
で
の
高
層
ビ
ル
の
避
難
対
策
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
か
。
東
京
理
科
大
学
大
学
院

の
関
澤
愛
教
授
に
聞
い
て
み
た
。

コ

ラ

ム
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c o l u m n

未来のマンション防災

長坂 俊成
独立行政法人防災科学技術研究所
防災システム研究センター
災害リスク情報プラットフォーム
研究プロジェクト
リスク研究グループ長

ながさかとしなり●1962 年生まれ。
2006年から現職。災害リスクガバナ
ンスや eコミュニティプラットフォーム
（地域社会の情報共有や協働を支える社
会的な情報基盤）を活用した新たなコ
ミュニティー形成などに関する研究に取
り組んでいる。

e防災マップコンテスト
防災科学技術研究所では、自治体や町
内会などを対象に、同研究所が開発し
たインターネット上の地図システム「e
防災マップ」を利用して作成した防災
マップのコンテストを開催している。
詳細は下記URLにて公開中。

ｅ防災マップコンテスト
Webサイト
http: //emap2010.bosai-contest.jp/

高層マンションは震災に強い！
だが、それが油断につながることも

　高層マンションの防災上のメリット
は、一言でいうと、壊れない、倒れない
ということにあります。ただ、この安心
は、実は最大の弱点にもなり得るという
ことを知らない方が大勢いるのです。
　建物本体が大丈夫でも、地層の条件
によって液状化の可能性もありますし、
長周期地震動の場合は、上層階ほど大
きく揺れるので、大型家具は凶器にも
なりかねません。倒壊はなくとも、建
て替えが避けられないほどの被害を受
けることも考えられるのです。エレベー
ターの停止による上層階の孤立化、“高層
難民”も懸念されます。
　マンションの住民の中には、災害時も
避難する必要はないと思っている人が多
いようですが、たとえば近隣に古い木造
住宅が密集しているなどして、火災やガ
スが発生すれば、避難する必要がありま
す。その際、エレベーターは安全が確認
されるまでは使用できません。足の不自
由な人をどうやって下ろすか、というよ
うな問題も出てくるでしょう。また、い
わゆる “帰宅難民” の発生や、小学校や
公民館などの避難所が足りなくなること
も考えられます。そのような状況でこそ、
お互いに助け合っていくことが必要とな
るはずです。
　だからこそ、防災訓練や防災のシミュ
レーションなどの日頃の心がけと、いざ
という時に助け合う地域のつながりが大
切なのですが、マンションの住民間でど
こまで対応ができているのか、疑問です。
管理組合は自治会とはちがいます。マン
ション内で防災情報を共有し、もしもの
場合に協力し合える体制をつくっていく
のが、今後の課題でしょう。

情報を共有するとともに
“地域の絆” を深めていく

　私が所属している防災科学技術研究所
は、一昨年、藤沢市の鵠沼で「シナリオ
型避難所運営ワークショップ」を実施し
ました。自治会、NPOの会員などの地
元住民や行政に参加してもらって、災害
時のロールプレイングを行ったのです。
　たとえば、マンションの上層階では、

大規模災害で停電、水道の断水が長期間
にわたると、トイレの問題も含めて生活
そのものが成り立ちません。そこで足腰
の弱いお年寄りが、８階程度の上層階に
入居してきた場合の設定を取り入れるな
ど、災害時にどのような問題が起こり得
るのか、それをどのように解決すればい
いのか、意見を出し合い、議論を重ね、
シナリオを作成しました。すると、日常
では見えてこなかったような、さまざま
な問題が明らかになってきたのです。
　参加者からは、「救助活動や避難誘導
など、役所がやってくれるものだと思っ
ていた」「地震があれば、これだけの被
害があると予想されても、他人事としか
とらえていなかった」という反省も出て
きました。
　こうして、ロールプレイングで出てき
た多数の意見を取り入れて、防災に関心
がない人でもわかりやすいように、ラ
ジオドラマにまとめたのです。ラジオド
ラマの制作には、地域の方々に参加して
いただきました。なかでも中高生などに
積極的に加わってもらったのが特徴でし
た。お年寄りの方にも、お孫さんが出て
いるとなると、興味を持ってもらえます
から。こうしてできあがったドラマを地
元のラジオ局や中学校で放送し、多くの
方に関心を持ってもらったのです。
　また、当研究所は、被害予想や避難
経路を書き込んだハザードマップをイン
ターネット上で作成する「e防災マップ」
システムを開発し、無償で提供していま
す。地図作製だけでなく、地域コミュニ
ティーサイトの運用やブログ機能など、
地域で暮らす人が防災情報を共有する
“リスクコミュニケーション” を実現し
ていくためのツールです。すでに導入し
ている町内会も出てきました。
　災害は他人事ではなく、“自分事” で
あり、“自分” はサービスを受ける側にあ
るとは限らないということ。それを知る
ことが大切です。当研究所では、「地域
発・防災ラジオドラマコンテスト」「e
防災マップコンテスト」を主催し、参加
団体を募集しております。情報を共有
し、“地域の絆”を深めるために、マンショ
ンの管理組合にもぜひ参加してほしいで
すね。（談）
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住
人
の
「
万
が
一
」
を
考
え
る

　

山
陽
本
線
土
山
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
明
石
土
山
駅
前
ス
カ
イ
ハ

イ
ツ
は
、
Ａ
〜
Ｄ
棟
の
4
棟
が
立
ち
並
ぶ
大
型
の
マ
ン
シ
ョ
ン

だ
。
Ａ
・
Ｃ
棟
は
1
9
8
3
年
に
竣
工
し
、
と
も
に
14
階
建
て
。

Ｂ
棟
は
88
年
に
竣
工
し
、
７
階
建
て
。
Ｄ
棟
は
89
年
竣
工
で
13

階
建
て
だ
。
Ａ
・
Ｃ
棟
は
分
譲
、
Ｂ
・
Ｄ
棟
は
賃
貸
が
中
心
で
、

4
棟
合
わ
せ
て
6
5
1
戸
が
入
居
し
て
い
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ロ
ー
プ
式
が
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
棟
に
2
台
ず
つ
、

Ｂ
棟
に
は
油
圧
式
が
1
台
入
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
2
0
0
8
年

に
Ａ
・
Ｃ
棟
の
4
台
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
完
了
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
て
、
今
年
Ｂ
・
Ｄ
棟
の
3
台
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
5

月
に
す
べ
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
了
し
た
。

明
石
土
山
駅
前
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま
れ
。

専
門
分
野
は
、
建
築
計
画
と

環
境
行
動
研
究
。
特
に
、
都

市
で
の
生
活
様
式
と
住
居
、

施
設
の
関
係
を
研
究
し
て
い

る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
集
合
住
宅
の
調
査
研
究

を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
﨑
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

▲エレベーター・1階のりば
エレベーターのリニューアルはマンション全体
の大規模修繕工事と同時に行われ、エレベーター
と同時に外壁なども再塗装した。

OWNER

MAKER

兵
庫
県
明
石
市
の
山
陽
本
線
土
山
駅
か
ら
歩
い
て
数
分
の
場
所
に
あ
る
明
石
土
山
駅
前
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
は
、

4
棟
か
ら
な
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
。
2
0
0
8
年
か
ら
10
年
に
か
け
て
の
大
規
模
修
繕
工
事
の
一
環
と
し

て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
す
べ
て
準
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
6
5
1
戸
と
い
う
大
所
帯
を
抱
え
て
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
だ
け
に
、
管
理
組
合
に
と
っ
て
も
大
き
な
試
練
だ
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
の
課
題
を
乗
り
切
っ
た

管
理
組
合
理
事
長
の
山
端
徹
氏
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

15
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同
時
に
外
壁
塗
装
な
ど
の
大
規
模
修
繕
も
実
施
し
た
だ
け
に
、

す
べ
て
を
取
り
仕
切
っ
た
管
理
組
合
で
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。

　

理
事
長
の
山
端
徹
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
今
回
、
Ｂ
棟
の
油
圧
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
24
日
間
も
完
全
停
止
に
な
る
の
で
、
住
人
対
応
に
つ
い
て
は

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｂ
・

Ｄ
棟
は
部
屋
の
オ
ー
ナ
ー
と
は
付
き
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
賃

貸
と
し
て
住
ん
で
い
る
方
々
と
は
交
流
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
な
お
の
こ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
不
便
を
か
け
な
い
よ
う

に
気
を
遣
い
ま
し
た
」

　

Ｂ
棟
に
は
日
常
生
活
で
車
い
す
を
必
要
と
す
る
住
人
が
お
り
、

24
日
間
も
完
全
停
止
す
る
と
、
生
活
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
山
端
理
事
長
は
心
配
し
て
い
た
の
だ
。
Ｄ
棟
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
2
台
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
は
ど
ち
ら
か
1
台
が

動
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
3
回
は
、
数
時
間
の

間
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
同
時
に
停
止
し
て
し
ま
う
。

　
「
住
人
第
一
で
す
か
ら
、
万
が
一
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
て

お
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｂ
・
Ｄ
棟
で
は
年
間
で

2
5
0
〜
3
0
0
回
も
の
引
っ
越
し
が
あ
る
の
で
、
引
っ
越
し

日
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
大
変
で
す
か
ら
ね
」

車
い
す
ご
と
運
べ
る
階
段
昇
降
機
ま
で
用
意

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、
こ
う
し
た
不
安
に
対
応
す
る
た
め

に
、
階
段
昇
降
機
を
用
意
し
た
。
こ
れ
な
ら
ば
、
車
い
す
ご
と

階
段
の
上
り
下
り
が
で
き
る
。
ま
た
、
警
備
会
社
の
協
力
を
得

て
、
買
い
物
の
荷
物
な
ど
運
搬
を
手
伝
う
ス
タ
ッ
フ
を
2
名
常

駐
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
朝
8
時
半
か
ら
夕
方
5
時
半
ま
で
、

電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
る
。
多
い
日
に
は

30
件
も
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

Ｄ
棟
で
は
2
台
が
同
時
に
止
ま
っ
た
り
、
停
止
時
間
の
変
更

が
あ
っ
た
り
す
る
と
き
は
、
2
週
間
前
に
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
入

れ
て
連
絡
す
る
よ
う
に
し
た
。

山
端　

徹 

氏

明
石
土
山
駅
前
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ

団
地
管
理
組
合
法
人

理
事
長

▲

エレベーター・かご室
両サイド壁面に車いす用操作盤が設けられ、
どちらからかご室内に進入しても操作でき
るようになっている。

▲エレベーター用防災キャビネット
エレベーターの隅に合わせて三角形に作ら
れた防災キャビネット。中には簡易トイレ
や飲料水など非常時に備えた物資が収納さ
れている。



12

　

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
同
時
に
進
行
し
て
い
た
外
壁
の

大
規
模
修
繕
だ
。
修
繕
の
た
め
に
組
ま
れ
た
足
場
に
よ
っ
て
、

巻
上
機
の
交
換
を
外
か
ら
ク
レ
ー
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、
階
段
を
使
っ
て
巻
上
機
の
搬
入
作

業
を
行
っ
た
。
巻
上
機
は
非
常
に
重
量
の
あ
る
機
械
で
あ
り
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
修
繕
を
担
当
す
る
建
設
会
社
と
よ
り
綿
密

に
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
問
題

を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
、
無
事
に
工
事
は
完
了
し
た
。

　
「
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
さ
ん
に
は
誠
実
な
対
応
を
し
て
も
ら
っ

た
せ
い
か
、
住
人
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
っ
た
の
に
乗
り
心
地

は
よ
く
な
っ
た
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
よ
か
っ
た
で
す
よ
。

そ
れ
に
、
防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
全
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
入
れ
て

も
ら
っ
て
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

非
常
用
品
を
収
納
し
た
防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
よ
り
、

新
安
全
基
準
に
適
合
し
た
最
新
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
と
も
に
、

さ
ら
に
安
心
が
増
し
た
よ
う
だ
。

明石土山駅前スカイハイツは651戸が入居する
大規模マンションですが、周囲を塀で囲まれ

たゲーテッドマンションでもない限り、どうしても
目の届かないところが出てきます。その点、敷地内
やエレベーターのかご室内に 26台もの防犯カメラを
設置していることはすばらしい防犯対策です。
　しかし、防犯を機械だけに頼るのは危険です。人
の目による監視があってこそ、より安全になると言
えるでしょう。
　エレベーターを見ると、管理人さんがかご室内に
も気を配っていることがよくわかります。それは、
定期的に更新する掲示板を設置しているからです。
実は防犯上、掲示板は効果があるのです。このマン
ションはちゃんと管理され、人の目が行き届いてい
るぞ、ということを暗に示すことで、いたずらや犯
罪をしにくくなります。
　かご室内の車いす用操作パネルを左右両方に設置
していることも住民に気を遣っている証拠ですね。
片方の腕にまひなどの症状がある方の助けになるだ
けでなく、杖や荷物で片腕がふさがっている場合に
もパネルの操作がしやすくなります。
　マンションの住み心地や資産価値の維持には管理
組合が大きく関わりますが、今回のリニューアルで
は新安全基準対応のエレベーターを導入し、安全性、
防犯性、ランニングコストのいずれも平均点以上と
いう好例です。
　しかも、大規模修繕と同時に行い、苦情ひとつ出
なかったというのは珍しいことです。管理組合が主
導して事前の準備と打ち合わせがしっかりできてい
たからでしょう。
　防災キャビネットも安心を高めました。キャビネッ
トがイス代わりになると、高齢者の方にはさらに喜
ばれるかもしれません。（談）

明石土山駅前スカイハイツ
JR山陽本線土山駅から歩いて数分のところにある。Ａ棟とＣ棟が1983年竣
工で14階建て、Ｂ棟が88年竣工で７階建てで、Ｄ棟が 89年竣工で13階建て
の大規模マンションだ。
■住所：兵庫県明石市二見町西二見2014 -15

P O I N T

安全と防犯、ランニングコストに
配慮したリニューアル

篠﨑隊長の
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瀧
本
信
行

関
西
支
社　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
部

営
業
第
二
グ
ル
ー
プ　

営
業
主
任

金
兒
誓
二

関
西
支
社　

建
設
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
技
術
グ

ル
ー
プ

外
壁
の
大
規
模
修
繕
と
同

時
進
行
の
中
で
、住
人
へ
の

配
慮
も
徹
底
し
、
油
圧
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
時
中
の
停
止
期
間
を
30

日
か
ら
24
日
に
短
縮
す
る

な
ど
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗

り
越
え
て
や
り
遂
げ
た
二

人
に
聞
く
。

敷
地
や
か
ご
室
内
に
26
台
の
防
犯
カ
メ
ラ

　
「
Ａ
・
Ｃ
棟
に
引
き
続
い
て
の
工
事
だ
っ
た
の
で
、

Ｂ
・
Ｄ
棟
で
は
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
う
ま
く

や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
関
西
支
社
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
部

営
業
主
任
の
瀧
本
信
行
は
、
当
時
の
思
い
を
語
る
。

　

2
年
前
に
明
石
土
山
駅
前
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
Ａ
・
Ｃ

棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
際
は
、
外
壁
の
大

規
模
修
繕
を
行
っ
て
い
た
建
設
会
社
と
う
ま
く
連

携
で
き
ず
、
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
工
事
が
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
経
験
を
活
か

し
、
Ｂ
・
Ｄ
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
万
全
を
期
し

て
い
た
。

　

明
石
土
山
駅
前
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
の
管
理
組
合
は

山
端
徹
理
事
長
以
下
、
物
件
の
資
産
価
値
の
維
持

や
防
犯
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
２
０
０
１
年
か

ら
防
犯
カ
メ
ラ
を
敷
地
内
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ご

室
内
に
導
入
し
、
い
ま
で
は
26
台
も
設
置
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
手
伝
い
も
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
が
行
っ

た
。
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
に
、
敷
地
に
は

外
部
の
人
た
ち
も
入
り
込
み
や
す
く
、
か
つ
て
は

自
転
車
の
盗
難
や
、
車
を
傷
つ
け
ら
れ
る
事
件
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
で
の
痴
漢
騒
ぎ
ま
で
あ
っ
た
と

い
う
。

　
「
Ｂ
棟
は
油
圧
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
消
費
電
力
も
ロ

ー
プ
式
に
比
べ
て
多
か
っ
た
の
で
、
山
端
理
事
長

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
賛
成
で
し
た
が
、
車
い
す

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
た
め
、

24
日
間
の
停
止
が
問
題
と
な
っ
て
な
か
な
か
結
論

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
新
安
全
基
準

対
応
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
に

伴
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
本
体
の
価
格
も
高
く
な
る
の

で
、
そ
の
調
整
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
」
と
瀧
本
。

　

住
人
の
声
を
聞
く
た
め
に
、
管
理
組
合
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
瀧
本
も
直
接
、
車
い
す
利
用
者

を
は
じ
め
住
人
に
あ
い
さ
つ
に
回
っ
た
。
そ
し
て
、

階
段
昇
降
機
の
導
入
と
、
荷
物
運
搬
の
手
伝
い
と

い
う
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
。

　
「
こ
れ
で
よ
う
や
く
納
得
い
た
だ
き
、
発
注
を
い

た
だ
け
ま
し
た
が
、
工
事
に
当
た
っ
て
は
建
設
会

社
と
連
携
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き
か
な

ど
、
山
端
理
事
長
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
が
あ
り

ま
し
た
」

　

工
事
担
当
と
な
っ
た
建
設
部
の
金
兒
誓
二
は
さ

っ
そ
く
建
設
会
社
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

た
。

　
「
廊
下
な
ど
共
有
部
分
の
シ
ー
ト
張
り
を
い
つ
行

う
か
な
ど
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
取
り
合
い

に
な
ら
な
い
よ
う
建
設
会
社
と
細
か
く
調
整
し
ま

し
た
。
外
壁
に
塗
り
替
え
の
た
め
の
足
場
が
組
ん

で
あ
る
の
で
、
ク
レ
ー
ン
を
使
う
こ
と
が
難
し
く
、

階
段
か
ら
巻
上
機
を
上
げ
下
ろ
し
し
ま
し
た
。
新

安
全
基
準
対
応
で
巻
上
機
が
大
型
に
な
っ
た
の
で
、

ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
ま
し
た
」
と
金
兒
は
語
る
。

住
人
に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
を
最
優
先

　
「
荷
物
運
搬
は
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
半
ま

で
と
い
う
約
束
で
し
た
が
、
住
人
の
方
か
ら
も
っ

と
早
く
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
朝
早

く
か
ら
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
極
力
住
人

の
方
の
ご
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
作
業
は
夕
方

５
時
ま
で
、
日
曜
日
も
作
業
禁
止
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
に
作
業
で
き
る
時
間
が
短
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
的
に
は
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
瀧
本
。

　

当
初
、
油
圧
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
工
事
は
完
全
停

止
30
日
間
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
本
体
や
意
匠
工

事
な
ど
で
工
期
を
調
整
し
、
24
日
間
ま
で
短
縮
し
た
。

　

金
兒
は
、
住
人
の
負
担
と
な
ら
な
い
こ
と
を
最

優
先
し
な
が
ら
、
約
束
し
た
工
期
と
日
程
を
守
り
、

結
果
と
し
て
、
住
人
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は
全
く
な

く
、
山
端
理
事
長
も
面
目
を
施
し
た
。

　

ま
た
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
顧
客
に
対
し
て
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
際
に
活
用

で
き
る
備
品
類
を
納
め
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、
明
石
土
山
駅
前
ス
カ
イ
ハ
イ

ツ
が
そ
の
第
一
号
と
な
っ
た
。

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
記
念
と
し
て
、
防
災
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
を
７
台
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
す
べ
て
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
置
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
か
ご
室
内
に
そ
の
使
い
方
を
手
作
り
ポ
ス
タ

ー
で
張
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
住
人
か
ら
反
響
が
あ

っ
た
と
山
端
理
事
長
も
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
」
と
瀧
本
も
う
れ
し
そ
う
だ
。

　

今
後
は
か
ご
室
内
の
映
像
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
す
仕
組
み
を
導
入
し

た
い
と
い
う
山
端
理
事
長
の
要
望
も
あ
る
。
今
後

も
ま
す
ま
す
安
全
性
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

OWNER

MAKER
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安心して海を楽しむために
夏ともなれば、家族づれで海水浴に出かけるという家も多いに違いない。

だが一歩間違うと楽しいバカンスが一転、大変な事態に陥らないとも限らない。
安全に海を楽しむためにはどんな点に気をつければいいのだろうか。

連載●安全・安心を科学する
水辺での安全・安心

離
岸
流
の
あ
る
場
所
に
は

決
し
て
近
づ
か
な
い

　

日
ご
ろ
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
ゲ
ー
ム
に
夢
中
の
子
ど
も
た
ち

も
、
海
水
浴
場
で
は
照
り
つ
け
る

太
陽
の
下
で
、
思
い
っ
き
り
身
体

を
動
か
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
そ
ん
な
季
節
が
ま
た
や
っ
て

き
た
。
だ
が
毎
年
、
海
で
の
事
故

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
海
を
存
分
に
楽
し

む
た
め
に
は
、
ど
ん
な
注
意
が
必

要
だ
ろ
う
か
。
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
協
会
事
業
部
長
の
川
地
政

夫
氏
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
海
も
自
然
の
一
部
で
す
か
ら
、

プ
ー
ル
と
違
っ
て
、
離
岸
流
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
を

知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
海
で

は
浜
辺
に
波
が
寄
せ
引
い
て
い
き

ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
引
き
だ
ま

り
の
よ
う
な
場
所
が
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
離
岸
流
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
離
岸
流
に

巻
き
込
ま
れ
る
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
沖
の
方
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
泳
げ
る
人
で
も
あ
わ

て
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
溺
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

　

離
岸
流
は
、
速
い
も
の
で
秒
速

２
ｍ
（
水
泳
の
ト
ッ
プ
選
手
と
同
程

度
の
速
さ
）、
場
所
に
よ
っ
て
発
生

し
た
り
し
な
か
っ
た
り
す
る
が
、

発
生
し
た
場
合
は
、
必
ず
し
も
１

カ
所
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。
離
岸

流
に
は
絶
対
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
た
い
。
管
理
さ
れ
た
海
水
浴
場

で
あ
れ
ば
、
離
岸
流
の
発
生
す
る

場
所
に
、
旗
な
ど
を
立
て
て
危
険

区
域
を
表
示
し
て
あ
る
の
で
、
安

全
と
さ
れ
て
い
る
場
所
で
海
を
楽

し
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切

　
「
海
で
遊
ぶ
場
合
に
私
た
ち
が

提
唱
し
て
い
る
の
は
、
ま
ず
セ
ル

フ
レ
ス
キ
ュ
ー
、
つ
ま
り
事
前
に

事
故
が
起
ら
な
い
よ
う
に
、
自
分

で
自
分
の
身
を
守
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
た
と
え
ば
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用
す
る
の
も
有
効
で
す
」

　

子
ど
も
は
よ
く
動
き
ま
わ
る
の

で
、
ち
ょ
っ
と
眼
を
離
し
た
す
き

に
、
波
に
の
ま
れ
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
丸
い
浮
き
輪
だ
と
、
す
る

っ
と
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て

い
れ
ば
、
そ
の
心
配
は
な
い
。

　
「
大
人
で
し
た
ら
、
溺
れ
る
原

因
の
ひ
と
つ
に
飲
酒
が
入
っ
て
い

ま
す
」

　

海
外
の
海
水
浴
場
で
は
、
禁

酒
・
禁
煙
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い

が
、
日
本
の
場
合
、
海
の
家
な
ど

で
も
ア
ル
コ
ー
ル
が
飲
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
酔
い

を
さ
ま
そ
う
と
し
て
、
海
に
入
っ

て
溺
れ
て
し
ま
う
と
い
う
場
合
も

あ
る
。
も
し
、
お
酒
を
飲
ん
だ
の

で
あ
れ
ば
、
決
し
て
海
に
は
入
ら

な
い
こ
と
だ
。

　

セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て

は
、
コ
ラ
ム
に
も
簡
単
に
ま
と
め

て
お
い
た
の
で
、
併
せ
て
読
ん
で

お
い
て
欲
し
い
。
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溺
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

　

も
し
眼
の
前
で
溺
れ
て
い
る
人

を
見
つ
け
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
人

が
１
人
で
助
け
に
行
く
こ
と
は
極

め
て
危
険
で
あ
る
。
二
次
災
害
を

起
こ
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
助
け

に
い
っ
て
、
溺
れ
て
い
る
人
に
つ

か
ま
ら
れ
、
助
け
に
い
っ
た
人
が

亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
多
い
。

こ
う
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ラ
イ

フ
セ
ー
バ
ー
に
知
ら
せ
る
。
ラ
イ

フ
セ
ー
バ
ー
と
は
、
事
故
を
未
然

に
防
ご
う
と
し
て
い
る
海
の
監
視

員
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会

で
は
、
こ
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を

養
成
し
て
い
ま
す
。
海
岸
で
協
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
黄
色
と

赤
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
そ
の
人
が
有
資
格

の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
で
す
。
彼
ら

に
伝
え
て
く
だ
さ
れ
ば
、
す
ぐ
に

適
切
な
救
助
を
行
い
ま
す
」

　

も
し
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
い

な
け
れ
ば
、
周
り
の
人
に
応
援
を

頼
む
こ
と
。
ま
た
、
海
上
保
安
庁

（　

１
１
８
、
局
番
な
し
で
携
帯
電
話

か
ら
で
も
通
話
可
能
）
に
連
絡
し
、
救

助
を
要
請
す
る
。
同
時
に
、
浮
き
輪

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
救
助
に
使
え

る
も
の
を
探
し
て
、
溺
れ
て
い
る
人

の
近
く
に
投
げ
る
な
ど
す
る
。

　

事
故
が
起
こ
る
前
に
未
然
に
防

ぐ
こ
と
、
そ
し
て
起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
は
適
切
に
対
処
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
夏
、
海

辺
で
楽
し
い
時
を
過
ご
そ
う
と
考
え

て
い
る
な
ら
、
最
低
限
こ
れ
ら
の
こ

と
は
忘
れ
な
い
で
お
い
て
欲
し
い
。

ここにある10カ条を参考に、マナーを守り準備をしっ
かりして、安全に海水浴を楽しみたい。

泳ぐ際には、ライフセーバーが監視している範囲内で
泳ぐようにする。ライフセーバーがいない場合でも、
何か事故があったときのために、必ず誰かが監視して
いる場所で泳ぐようにする。

遊泳禁止区域には絶対近づかないようにし、遊泳が許
可されている区域内で泳ぐようにする。

海では沖に引き込まれる離岸流だけでなく、海底が急
に深くなっているインショアホールと呼ばれる場所も
あるのでので気をつけよう。また、毒性の強いくらげ
など危険な生き物がいる海もある。事前にライフセー
バーに危険な場所や生き物について聞いておくとよい。

夜通し車を運転してきて、睡眠も取らず、さあ泳ごう
などというのもありがちなケースだ。まずは仮眠をと
ってから泳ごう。

お酒を飲んで海に入るのも危険だ。本人は酔って判断
力が低下しているので、一緒にいる人は注意しよう。

溺れたり、足がつったり、沖で戻れない状況になった
りしたときなどは、片手をあげて振る。これは海での「助
けてサイン」だ。ライフセーバーがこれを見たらすぐ
に救助にきてくれる。また、本人が溺れてサインが出
せない場合は、周りの人が代わりに出してもよい。

夏の海岸は日差しが強い。水分を十分取り、日焼けに
注意する。日焼け対策には、クリームをしっかりと塗
っておく。また、日焼け防止のラッシュガードを着用
するのもよい。

海は、刻々と変化している。潮の満ち引きで少し前に
見えていた岩が水のなかに隠れていたりすることもあ
るので、走って海に飛び込まないようにする。

夏には雷が多い。落雷の危険があるので、雷が鳴り出
したら海から出て近くの建物などに避難する。

海は自分たちのためだけにあるのではない。自分たち
が出したゴミは自分たちで持ち帰ることが大切だ。

海水浴で必要な
セルフレスキュー

　2010　Vol.23
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写真　ライフセーバーのユニフォーム

ライフセーバーの目印になるのは、赤と黄色を4分割した２色の
パトロールキャップだ。
（写真提供：日本ライフセービング協会）



都
電
ま
わ
り

（
1
9
3
0
年
代
：
ブ
リ
キ
、
日
本
製
）

横
浜
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館

館
長　
北
原 

照
久
氏

　
「
明
治
期
に
外
国
製
を
ま
ね
て
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ブ
リ
キ
や
セ
ル

ロ
イ
ド
の
お
も
ち
ゃ
は
、
精
巧
な
職

人
技
に
よ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

本
家
を
追
い
越
し
、
日
本
は
世
界
で
も

有
数
の
お
も
ち
ゃ
製
造
国
と
な
り
ま

し
た
。
戦
前
ま
で
の
こ
う
し
た
お
も

ち
ゃ
は
、
8
割
ま
で
が
外
国
向
け
で

す
」（
北
原
氏
）

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
お
も
ち
ゃ
も
外

国
向
け
に
作
ら
れ
た
も
の
の
ひ
と
つ
。

ネ
ジ
を
巻
く
と
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の

路
面
電
車
が
回
り
だ
す
。
昔
、
路
面

電
車
は
ち
ん
ち
ん
電
車
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
停
留
場
で
の

合
図
に
鳴
ら
し
て
い
た
ベ
ル
の
音
に

由
来
し
て
い
る
。
お
も
ち
ゃ
の
中
央

に
あ
る
ベ
ル
が
チ
ン
チ
ン
チ
ン
と
鳴

り
響
く
の
は
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
車
体
に
は
1
9
3
2
と

記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ

の
お
も
ち
ゃ
が
作
ら
れ
た
年
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

四
方
に
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
絵
柄
が
、

ま
た
楽
し
い
。
ひ
と
つ
の
面
に
は
、

よ
く
見
る
と
台
座
に
載
っ
た
銅
像
の

足
と
そ
の
脇
に
犬
が
描
か
れ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
い
ま
も
上
野

恩
賜
公
園
に
あ
る
高
村
光
雲
作
の
西

郷
さ
ん
の
像
で
あ
ろ
う
。
西
郷
隆
盛

は
生
前
、
写
真
を
残
さ
な
か
っ
た
た

め
、
弟
・
従
道
の
顔
な
ど
か
ら
想
像

し
て
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
銅
像
の

除
幕
式
で
は
、
本
人
に
似
て
い
な
い

と
奥
さ
ん
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い

る
。
顔
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
、

そ
の
た
め
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い

だ
ろ
う
が
…
…
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
面
に
は
動
物
園

ら
し
き
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
西

郷
さ
ん
か
ら
考
え
る
と
、
上
野
動

物
園
だ
ろ
う
。
ク
マ
の
と
こ
ろ
に

B
E
A
R
と
英
語
で
書
か
れ
て
い
る

の
は
、
外
国
向
け
を
意
識
し
て
の
た

め
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と

つ
の
面
に
は
ラ
ッ
パ
を
吹
く
兵
隊
さ

ん
の
姿
が
描
か
れ
て
い
て
、
軍
靴
の

足
音
が
高
く
響
き
は
じ
め
て
き
た
昭

和
7
年
と
い
う
時
代
の
反
映
も
読
み

取
れ
る
。

　

現
在
、
東
京
都
内
で
は
路
面
電
車

は
都
電
荒
川
線
の
み
を
残
し
て
す
べ

て
廃
線
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
低

公
害
と
い
う
面
か
ら
、
海
外
で
は
路

面
電
車
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。

東
京
に
も
い
つ
し
か
、
新
し
い
路
面

電
車
が
走
る
日
が
来
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

上野公園で開かれた第 3回内国勧業博覧会で、東芝の創始者の一人である藤岡市助は、会場内に約 436mの軌道を敷設
して、スプレーグ式電車を走らせた。乗車料金は片道 2銭、往復 3銭。これがやがて、路面電車へとつながっていった。

資料提供：横浜ブリキのおもちゃ博物館


